
　
白
井
国
際
交
流
協
会
は
６

月
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ

リ
カ
、
南
米
な
ど
か
ら
来
日

す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力

機
構
）
の
技
術
研
修
生
を
招

く
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
同
協
会
で

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
12
名

を
募
集
中
だ
。
期
間
は
６
月

７
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
月

８
日
（
日
）
正
午
ま
で
の
１

泊
。
研
修
生
は
英
語
を
話
す

が
、
日
本
語
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
次
の
参
加
者
も
同
時

に
募
集
し
て
い
る
。

　
●
研
修
生
と
バ
ス
で
房
総

の
む
ら
見
学
（
昼
食
つ
き
）
／

10
名
募
集

　
【
日
時
】
６
月
７
日
（
土
）

午
前
１
０
時
３
０
分
〜
午
後

４
時
【
集
合
場
所
】
白
井
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
（
マ
ル
エ
ツ

側
）
【
参
加
費
】
無
料

　
●
研
修
生
と
の
交
流
会

（
昼
食
つ
き
）
／
若
干
名
【
日

時
】
６
月
８
日
（
日
）
正
午
〜

３
時
ま
で
【
場
所
】
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
【
参
加
費
】
無

料　
申
し
込
み
・
問
合
せ
は
、

白
井
国
際
交
流
協
会
（
電
話

４
９
２
・
６
６
４
２
／
野
口
）

へ
。
　

　
白
井
シ
ネ
マ
サ
ー
ク
ル
は

５
月
４
日
、
白
井
市
文
化
会

館
で
第
19
回
を
上
映
会
を
行

う
。
今
回
、
上
映
さ
れ
る
の

は
、
吉
永
さ
ゆ
り
主
演
の
「
母

べ
え
」（
山
田
洋
次
監
督
）
。

　
開
演
午
前
10
時
半
（
開
場

10
時
）
。
入
場
料
千
円
。
問

い
合
わ
せ
は
、
㈲
エ
ヌ
・
ア

イ
・
エ
ス
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ア

ル
０
１
２
０
・
０
８
４
３
・

９
４
）
　

　
文
教
民
生
常
任
委
員
長
と

し
て
、
初
め
て
の
当
初
予
算

審
議
を
行
っ
た
３
月
が
閉
会

し
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
て
い

る
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
議
会
に
は
様
々
な
特
別

委
員
会
・
研
究
会
が
あ
り
、

気
を
抜
い
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
私
は
「
文
教
民
生
常
任
委

員
会
」
委
員
長
の
他
に
、
「
議

会
だ
よ
り
」
編
集
委
員
長
、

「
市
町
村
合
併
問
題
研
究
会
」

副
会
長
、
「
学
校
修
繕
費
未

払
い
問
題
」
調
査
特
別
委
員

会
、
そ
し
て
「
白
井
市
市
民

グ
ラ
ン
ド
廃
止
条
例
調
査
特

別
委
員
会
」
委
員
長
も
仰
せ

つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
な
か

な
か
忙
し
い
毎
日
で
す
。

　
ち
な
み
に
市
町
村
合
併
問

題
研
究
会
は
、
我
が
会
派
「
結

ゆ
う
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
」
の
要

望
で
設
置
さ
れ
た
研
究
会
で

す
。
合
併
推
進
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
な

く
、
研
究
作
業
の
中
で
地
方

分
権
に
お
け
る
市
の
あ
り
方

を
議
会
内
で
論
議
し
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
で
要
望
し

た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
住
民
投
票
の
結

果
を
尊
重
し
、
こ
こ
10
年
間

は
合
併
し
な
い
と
し
て
い
ま

す
が
、
全
国
で
市
町
村
合
併

の
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま

し
た
。
県
の
合
併
構
想
で
は
、

前
回
と
同
じ
白
井
市
・
印
西

市
・
本
埜
村
・
印
旛
村
と
の

枠
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
会
で
は
、
ま
ず

市
の
財
政
推
計
・
人
口
推
計

を
精
査
し
て
の
市
将
来
予

測
、
県
合
併
推
進
室
と
の
意

見
交
換
会
、
近
隣
市
町
村
の

現
状
把
握
、
旧
沼
南
町
を
始

め
と
す
る
合
併
し
た
自
治
体

の
視
察
を
行
い
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
一
方
で
は
、
船
橋
市
を
中

心
に
し
た
「
政
令
指
定
都
市
」

構
想
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

柏
・
松
戸
を
中
心
と
す
る
東

葛
地
域
で
も
「
政
令
指
定
都

市
」
に
向
け
て
の
協
議
会
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
道
州
制
も
論
議
さ
れ
る

中
、
合
併
問
題
は
、
す
る
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
し
ょ

う
。
早
い
時
期
か
ら
調
査
研

究
を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の

意
見
も
拝
聴
し
な
が
ら
、
合

併
問
題
を
論
議
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
白
井

市
の
将
来
像
を
模
索
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
平
成
16
年
の
住
民
投

票
で
示
し
た
合
併
に
対
す
る

我
々
住
民
の
意
志
は
、
市
単

独
行
政
の
維
持
で
し
た
。
急

激
な
高
齢
化
を
向
か
え
る
白

井
に
と
っ
て
、
は
た
し
て
そ

れ
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
市
の
行
く
末
を

見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
地
域
交
流
を
図

る
「
白
井
市
・
月
舘
町
遊
ば

ね
会
」
は
、
今
年
活
動
20
周

年
を
迎
え
る
。
創
設
時
か
ら

世
話
役
を
務
め
る
の
が
、
清

水
口
在
住
30
年
と
い
う
黛
い

く
代
さ
ん
。
「
遊
ば
ね
会
」

で
は
、
福
島
県
月
舘
町
と
白

井
市
の
小
学
生
が
互
い
に
訪

問
し
て
４
泊
５
日
を
共
に
過

ご
す
。

　
た
と
え
ば
、
ま
ず
月
舘
町

か
ら
小
学
生
が
白
井
に
や
っ

て
来
る
と
し
よ
う
。
５
人
ず

つ
に
班
分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
中
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
が

付
く
。
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
は

高
校
生
だ
。
こ
の
日
、
全
員

が
市
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
泊

ま
り
、
２
日
目
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
宅
に
数
人
ず
つ
民
泊
す

る
。

　
翌
朝
、
再
び
集
合
し
、
今

度
は
白
井
市
の
小
学
生
が
月

舘
を
訪
れ
て
同
じ
よ
う
に
２

泊
す
る
と
い
う
日
程
だ
。
こ

の
間
、
大
人
た
ち
は
口
を
出

さ
ず
、
す
べ
て
リ
ー
ダ
ー
と

子
供
た
ち
に
任
せ
る
と
い

う
。

　
月
舘
町
出
身
で
、
従
兄
弟

が
月
舘
町
に
住
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
黛
さ
ん
に
地
域
交

流
の
橋
渡
し
役
が
ま
わ
っ
て

き
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
き

っ
か
け
。
２
男
１
女
の
子
育

て
に
専
念
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
を
歴
任
し
て
横
の
繋
が
り

が
広
か
っ
た
黛
さ
ん
の
声
掛

け
に
、
小
５
の
次
男
を
含
め

18
人
の
小
学
生
が
集
ま
っ

た
。

　
「
夫
が
休
み
を
取
り
、
福

島
駅
ま
で
子
ど
も
た
ち
を
引

率
し
た
ん
で
す
。
で
、
月
舘

側
の
迎
え
に
き
た
担
当
者
に

引
き
渡
す
。
帰
り
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
白
井
ま
で
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り

た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
、
ニ

コ
ニ
コ
輝
い
て
い
ま
し
た

よ
」

　
翌
年
、
２
回
目
の
募
集
に

18
人
の
子
ど
も
が
集
ま
っ

た
。
そ
の
中
に
小
３
の
少
女

が
い
た
。
評
判
を
聞
い
た
母

親
が
「
ぜ
ひ
家
の
子
も
」
と

申
し
込
ん
だ
の
だ
が
、
当
の

本
人
は
乗
り
気
で
な
く
、
半

ベ
ソ
を
か
い
て
い
た
。

　
「
ど
ん
な
顔
で
戻
っ
て
く

る
の
か
と
心
配
し
ま
し
た

よ
。
で
も
、
戻
っ
て
き
た
ら
、

『
来
年
も
絶
対
行
く
！
』
と

一
番
元
気
に
は
し
ゃ
い
で
い

た
の
で
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

よ
っ
ぽ
ど
楽
し
か
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
」

　
３
年
目
に
は
当
時
の
秋
元

町
長
が
活
動
を
支
援
す
る
と

約
束
し
、
両
町
の
正
式
な
交

流
に
進
展
し
た
。
人
数
が
増

え
た
こ
と
も
あ
り
、
バ
ス
を

仕
立
て
て
月
舘
に
直
行
で
き

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
体
験

者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
、

さ
ら
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

自
主
的
に
活
動
す
る
伝
統
が

自
然
に
築
か
れ
た
。

　
初
め
は
「
２
、
３
年
の
お

付
き
合
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
」
そ
う
だ
が
、
も
う
20

年
目
を
迎
え
た
。
「
肩
肘
張

ら
ず
、
自
然
体
で
や
っ
て
き

た
の
が
秘
訣
で
し
ょ
う
か
」

と
黛
さ
ん
振
り
返
る
。
が
、

「
事
故
や
ケ
ガ
が
あ
っ
た
ら

大
変
。
だ
か
ら
、
し
っ
か
り

見
守
る
。
で
も
、
口
は
出
さ

な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

き
た
黛
さ
ん
。「
遊
ば
ね
会
」

の
参
加
者
や
父
兄
か
ら
「
マ

マ
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
。

　
黛
さ
ん
は
昭
和
23
年
（
１

９
４
８
）
８
月
、

月
舘
で

生
ま

れ

た
。
満
鉄
職
員
だ

っ
た
父
親
は
終
戦

の
翌
年
、
満
州
か

ら
故
郷
に
引
き
上

げ
、
教
師
を
し
て

い
た
。
黛
さ
ん
が

３
歳
父
親
は
教
職

を
辞
し
、
一
家
を

引
き
連
れ
て
上
京

す
る
。
黛
さ
ん
は
高
校
か
ら

専
門
学
校
へ
。
卒
業
後
に
就

職
し
会
社
で
夫
の
泰
次
さ
ん

に
め
ぐ
り
逢
う
。
も
う
33
年

目
の
オ
シ
ド
リ
夫
婦
だ
。

　
今
年
は
８
月
２
日
に
舘
町

の
小
学
生
が
白
井
に
や
っ
て

来
る
。
「
だ
か
ら
、
今
か
ら

民
泊
先
を
探
さ
な
い
と
。
子

ど
も
が
巣
立
っ
た
ご
夫
婦
で

も
、
昔
の
子
育
て
を
思
い
出

し
て
、
子
ど
も
達
の
世
話
を

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　
一
家
に
２
、
３
人
の
小
学

生
を
泊
ま
ら
せ
、
夕
食
と
翌

日
の
朝
食
、
そ
し
て
お
昼
の

お
む
す
び
と
飲
物
を
用
意
す

る
の
が
民
泊
先
の
条
件
。
食

事
代
は
支
給
さ
れ
る
と
い

う
。

　
夫
の
経
営
す
る
会
社
の
役

員
を
務
め
、
毎
日
都
心
に
通

勤
す
る
黛
さ
ん
。
民
生
委
員

も
３
期
目
に
な
っ
た
。

　
毎
月
１
回
、
旬
の
食
材
を

使
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ

ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日

常
の
中
で
無
理
な
く
取
り
入

れ
ら
れ
る
様
々
な
メ
ソ
ッ
ド

を
教
わ
り
、
年
間
を
通
し
て

「
体
感
」
す
る
。

　
そ
ん
な
ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン

グ
講
座
『
ラ
・
キ
ュ
イ
ジ
ー

ヌ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
』
が

４
月
21
日
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

カ
フ
ェ
「
ザ
 
ワ
ー
ク
ス
」

（
白
井
市
冨
士
）
で
始
ま
っ

た
。

　
女
性
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
講
座
を
主
宰
す
る
の
は
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
『
カ
ラ
ダ

の
キ
モ
チ
』
で
も
紹
介
さ
れ

た
同
店
の
森
谷
悦
子
さ
ん
。

講
師
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

研
究
の
第
一
人
者
、
白
澤
卓

二
氏
（
日
本
抗
加
齢
医
学
会

会
長
）
が
務
め
る
。
時
間
は

午
後
５
時
半
か
ら
。

　
【
参
加
費
】
３
５
０
０
円

（
食
事
費
込
み
・
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
・
レ
シ
ピ
付
）【
定
員
】

25
名
 
。
問
い
合
わ
せ
は
、

ザ
　
ワ
ー
ク
ス
（
電
話
４
４

１
・
７
７
８
４
）
へ
。
 
 

　
白
井
音
楽
倶
楽
部
（
松
川

輝
雄
会
長
）
は
５
月

25
日

（
日
）
、
タ
ン
ゴ
・
ダ
ン
サ

ー
の
カ
ル
ロ
ス
森
下
と
エ

ル
・
ヴ
ィ
エ
ン
ト
楽
団
を
迎

え
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン

ゴ
の
夕
べ
を
開
催
す
る
。

　
会
場
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
カ

フ
ェ
「
ザ
　
ワ
ー
ク
ス
」
で
、

午
後
６
時
開
演
。
会
費
２
５

０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
と

軽
食
付
き
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
白
井
音

楽
倶
楽
部
（
０
９
０
・
８
４

６
０
・
７
３
０
１
松
川
／
０

９
０
・
１
８
０
０
・
７
０
０

２
幸
正
）
へ
。

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治

幸
正
純
治
の

こ

う
し
ょ
う
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（「白井市・月舘町遊ばね会」世話人）

国
際
交
流
協
会

が
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集

合
併
問
題
を
考
え
る
　
　

「
白
井
市
単
独
」の

行
政
運
営
は
可
能
か

博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館博人館

しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神しろい七福神

菖蒲まつり
５月11日（日）

子どもたちの地域交流を
世話して20年目の「ママ」

シ
ネ
マ
サ
ー
ク
ル

「
母
べ
え
」上
映

吉
永
さ
ゆ
り
の

アルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べアルゼンチン・タンゴの夕べ
白井音楽倶楽部

ブエノスアイレスの風を運ぶ 　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

新
会
員
募
集
中
！

電
話
４
９
１
・
９
７
０
４(

田
代)

若
返
り
講
座
が
ス
タ
ー
ト

デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
月
１
回

地域の仲間でつくりました。

TEL(047)492-8009
白井市バリアフリー
住環境相談会理事

　
折
立
菖
蒲
園
で
有
名
な
来
迎
寺
で
５
月
11

日
（
日
）
、
恒
例
の
「
菖
蒲
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
る
。
太
鼓
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ

ラ
オ
ケ
・
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
、
茶
席
、
法

話
、
地
元
産
品
や
野
菜
の
販
売
、
ろ
く
ろ
体

験
、
餅
つ
き
、
撮
影
会
な
ど
催
し
物
も
盛
り

沢
山
。
撮
影
会
で
は
、
写
真
家
の
指
導
も
受

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
日
撮
影
し
た
作
品
に

よ
る
展
示
会
も
後
日
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　
会
場
で
は
当
日
、
「
し
ろ
い
七
福
神
」
７

カ
所
分
の
ご
利
益
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
。

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
雨

天
決
行
。
問
い
合
わ
せ
は
、
し
ろ
い
七
福
神

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
白
井
市
商
工
会
内
／

電
話
４
９
２
・
０
７
２
１
）
へ
。
　


